
























































10． FC 2 ・コンテンツ提供者・運営・またはその他の第三者になりすます行為
11． FC 2 及び FC 2 の提携先の信用及び名誉を失墜させ、毀損する恐れのある情報をみだりに流布、
掲載する行為




















24． FC 2 側広告スペースの削除・隠匿、及び広告の掲載位置・配色・サイズ変更、広告表示コード
を変更する行為
























































































































































A. Ogata CHUKYO LAWYER
への情報提供となれば幸いである。
（ 1 ） 最近では、インターネット上の匿名掲示板への誹謗中傷書き込み（ヘイトスピーチ）をした者に
対し、名誉毀損罪の成立が認められた。「在日韓国人男性にヘイト投稿、罰金10万円命令 沖縄 名
誉毀損で全国初」沖縄タイムス社2019年 2 月 6 日。
（ 2 ） FC 2 の利用規約　https://help.fc2.com/common/tos/ja.
（ 3 ） 法務省「平成29年における『人権侵犯事件』の状況について（概要）～法務省の人権擁護機関の
取組～」平成30年 3 月20日報道発表資料。http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken03_00214.html.









（ 5 ） 「川口いじめ、ネットで被害者の実名をさらされた東京地裁が投稿者の情報開示命令」東京新聞
2018年12月11日朝刊。









（ 8 ） LEX/DB 文献番号25561705。
（ 9 ） 権利侵害が行われているとされる箇所が複数にわたる場合は、別紙を作成して添付する。書き方
については、情報発信者のプロバイダ等や法務局の相談窓口に問い合わせをするとよいであろう。




（11） 刑集23巻 7 号975頁（夕刊和歌山時事事件）。本件の評釈として、佐久間修「名誉毀損罪における
事実の真実性に関する錯誤」刑法判例百選Ⅱ各論〔第 7 版〕44頁。
（12） 刑集64巻 2 号 1 頁。本件弁護人による評釈・コメントとして、紀藤正樹「インターネット上の表
現に対する名誉毀損事件」法学セミナー674号（2011年）30頁。本件 2 審（東京高判平成21年 1 月
30日）の評釈として、拙稿「インターネット上の名誉毀損」同志社法学339号（2010年）153頁。
